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高温気象の常態化により、水稲の成長と玄米の登熟に必要なさまざまな栄養成分の吸収が旺盛に

なっています。これに対して、必要な栄養成分の補給量（土づくり＋基肥・穂肥）が追いつかず、

登熟期間に「栄養凋落」を招いて玄米品質の低下と安定収量の確保に大きな影響を及ぼしています。 

特に、土壌の持つ“地力”を示す値の可給態窒素は、管内全地区で改良目標値：15mg を下回る結

果となり、「地力の低下」が顕著となっています。また、有効ケイ酸についても土壌からの溶脱や

籾がらに含まれてほ場外へ持ち出されることで減少し続け、目標値を大きく下回っています。 
 

 

 

その①：有機質の施用で「地力
．．

の
．
増進
．．

」を図りましょう‼

昔から「稲は地力で、麦は肥料でとれ！」と言われているように、水稲はたい厩肥
き ゅ う ひ

や有機質

の施用による土づくりを基本とした栽培が重要な作物で、これは玄米収量の 70～80％が地力窒素

で生成されることに所以
ゆ え ん

しています。 

  ◆ そもそも「地力の高い水田」とは、次の３点の要素を満たしている水田となります。 

 

 

 

 

 

 

その②：ケイ酸質の施用で「高温気象に強い稲づくり」に取り組みましょう‼

【昔話】：イネを形成する成分の１０％（理想は１３％以上）を占める「ケイ質」。ケイ酸が不足すると

イネが軟らかくなって倒伏したり、病害虫の被害を受けやすくなり、食糧増産の時代から米

づくりの重要な肥料として「ケイカル等を用いた土づくり」が盛んに行われてきました。 

【現況】：米価の下落や経営規模の大型化 等により生産コストの削減や省力化が進められ、米づくり

に最も重要な土づくりやケイ酸資材の追肥が休止・省略されてきています。 
 

 

 
 
 
 
 

    ◆ ケイ酸成分の「供給と消費」の流れ  （10a 当たり） 

①収入（供給） 
＊用水からの流入 

＊稲わらのすき込み  

30kg 

60kg 
90kg 

②支出（消費） 
▲水稲による吸収 

▲土からの溶脱 

100kg 

30kg 
130kg 

差引（不足） 

① - ② 
○＋  補充が必要なケイ酸成分量 ▲40kg 

 

 

 

 

 

 

 

 

その③：根域拡大で登熟向上⤴⤴「耕深１５ｃｍ」を確保しましょう‼ 

                            【耕深とコシヒカリの葉色変化】 

 

 

 

 

 

 

 
  

【トラクターの回り打ちによる深耕】 
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① 適量の窒素が発現する ＊ 8～10mg／100ｇあたり 

② 作土層が十分確保されている ＊ 作土層：15cm 程度 

③ 保肥力（肥持ち）が高い ＊ 透水性が良好、＊腐植（有機物）が豊富 

 １．ＪＡ管内の土壌分析結果 どれくらいケイ酸成分の施肥・補充が必要なの ？？？ 

例：「ケイ酸平均値：１０mg」の土

壌から期待できるケイ酸成分の供

給量は１０kg／10ａ程度とすると

補充が必要なケイ酸の施肥量は３

０kg‼→３０％のケイ酸成分を含

有する肥料で１００kg／10ａの施

肥が必要となります！ 
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目標値 

右のグラフは、土壌の深さの違いによる
コシヒカリの葉色変化を表しています。
「12cm の浅耕」では、生育指標の目安
とされる出穂期の葉色値 30 を下回って
いますが、「15cm の深耕」では葉色値
30 以上をキープしています。 
これは、少し耕深を深くすることで深層
まで根域が広がり、根が気温（高温）の
影響を受けにくくなるとともに、土壌か
らの養水分吸収が活性化し、品質・収量
の安定につながることを示しています。 

裏
面
も
ご
覧
下
さ
い 

‼ 

 

 

 

 

 

２．土壌分析結果にもとづく「土づくり対策」 

 

「10ａ当たり 100kg の肥料散布は労力もコストもたいへん‼」  
そこでＪＡでは「越後の輝きソイル米スター」の散布を推奨していま

す。不足しているケイ酸成分を補うとともに、含有するアルカリ成分

により pH の中和や微生物の活性も高まり、稲わらの分解が活発にな

ることで秋散布・春散布を問わず土づくり効果の高い肥料です。 
 

目標値 



令和５年産米の“品質向上と収量確保”に向けた を支援
．．

します
．．．

 ‼ 
 

 

（1）可給態窒素 改良目標値 砂質土壌：15mg ～ 粘土質土壌：20mg 

 土壌の持つ“地力”を示す値の可給態窒素の改良目標値は「15mg～20mg」とされています。

これに対し、

‼
 

（2）有効態ケイ酸 改良目標値 低地土：15mg ～ 台地土：20mg 

水田土壌における有効態ケイ酸の改良目標値は「15mg～20mg」とされています。H26～H28 の

分析平均値：22.5 ㎎から し、管内土壌の有効態ケイ酸の平

均値は 4.8mg で「改良目標値：15mg」を大きく下回っています‼ 
 
 

地力低下 

の要因 

可給態窒素・有効態ケイ酸のいずれも、近年の地球温暖化（常態化してい
る高温気象）の影響から

。 

⇓ 

 

⇓ 

 
 

 
★ 支援策その①：「稲わらの秋すき込み」を支援します‼  

秋すき込み面積 10a 当たり：500 円を上限に助成します‼ 

① 保肥力の向上 土を柔らかくして土の養分を抱える力を向上 

② 不足栄養分の補てん 地力の維持増進、土壌の改善と土質の向上 

③ 初期生育の確保 未分解の稲わらによるわきの発生を低減 

※支援対象 ＪＡえちご中越に米穀を出荷する水稲生産者 
 

★ 支援策その②：「有機質資材の投入」を支援します‼  
鶏ちゃんパワーペレット：1 袋当たり 120 円を上限に支援します‼  

★★★ ほ場の地力に合わせて有機質資材「ケイフン」を投入します！ ★★★ 

資材名 規格 
使用量の目安 

（10a 当たり） 

保証成分（％） 

Ｎ Ｐ Ｋ 

鶏ちゃんパワーベレット 15kg ３０ｋｇ 4.2 2.9 2.4 

※支援対象 指定する土づくり資材をＪＡえちご中越より購入する水稲生産者 

 

★ 支援策その③：「ケイ酸資材の投入」を支援します‼  
異常気象に負けない土づくり対策：「重点品目に特別価格を設定しました‼」 

重点品目 
『越後の輝き ソイル米スター』  『みつパワー』 

『スーパーシリカプレミアム』   『けい酸加里プレミア３４』 

特別価格 基準価格の６％引きで供給 

適用期間 令和５年４月１日から令和５年６月３０日まで 

   

 
 
 

 

 

 

 

 

① ていねいな浸種水温のめやす ＝ 浸種温度１２℃ 
 

品 種 浸種温度 × 浸種日数 積算温度 

コシヒカリＢＬ １２℃ × １０日間 １２０℃ 

新之助・こしいぶき １２℃ × ８～９日間 １００℃ 

② 浸種初期の低水温「１０℃未満」は、発芽のそろいを悪くします。浸種初期は水温１０℃未満の

低水温とならないよう注意してください。 

 ③ 浸種期間は酸素不足にならないよう十分な水量を確保し、水の更新を適切に行ってください。 

  （水交換は１日おき、浸種中に２回水切りの実施） 

 ④ 浸種水槽に直射日光が当たらないよう屋内等で浸種願います。 

 

  
 ① 近年、ばか苗病の発生が多くなっています。 

 ② ばか苗病は、発生してしまうと薬剤で防除する方法がありません。“適正な種子消毒の徹底”に

より「発病させない」ことが重要となります。 

 ③ 温湯消毒のみの場合、化学合成農薬による種子消毒に比べて防除効果が劣ります。必ず、微生物

農薬（タフブロック）と組み合わせた「体系処理」により、防除を徹底してください。 

④ 種子籾の保管は、雑菌の付着防止の観点から、きれいなシートの上でお願いいたします。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～「土づくり対策」の実践に向けたＪＡ支援策 ～ 

３つの「土づくり支援策」 

～～～ 営農情報のお問い合わせは、お気軽に最寄りの営農センターへ ～～～ 

ていねいに浸種されて 

十分に吸水した種籾は 

「籾殻
．．

が
．

透きとおった
．．．．．．

 

アメ
．．

色
．

」になります‼ 

ＪＡ支援策を活用

して、地域全体で

「土づくり」に

取り組みましょう

‼ 

ばか苗病
．．．．

やいもち病
．．．．

の「感染源
．．．

」となる稲わら
．．．

や籾殻
．．

は、育苗

ハウス内・近辺から撤去しましょう
．．．．．．．

。特に、籾殻はハウス内の

育苗の敷材
．．

としての
．．．．

使用
．．

も
．

避
．

けましょう
．．．．．

‼ 


